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抄録 本研究は，中学校音楽科において，音楽のよさや美しさについて考える生徒を育てる指導の在り

方を探ったものである。創作分野と鑑賞領域の学習を一つの題材として扱い，内容に関連性を持たせる

ことで，各授業での学びが相互に生かされるようにした。その結果，音や音楽から知覚・感受したことを

基に，創作では思いや意図を持って旋律創作を創意工夫し，鑑賞では楽曲の情景や作者の意図に思いを

巡らすなどして，音楽のよさや美しさを考えようとする生徒の姿が見られるようになった。 
 

＜キーワード＞   □音楽のよさや美しさについて考える 

□創作分野と鑑賞領域の学習を効果的に関連付ける  □知覚・感受    

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

中学校学習指導要領(平成29年告示)音楽編には，

音楽科の目標は「表現及び鑑賞の幅広い活動を通し

て，音楽的な見方・考え方を働かせ」１，生徒の資

質・能力を育成することと示されている。また，表

現及び鑑賞の両領域で指導すべき〔共通事項〕とし

て「音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を

知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感

受し，知覚したことと感受したこととの関わりにつ

いて考えること」１
 が挙げられ，指導計画作成上の

配慮事項では「〔共通事項〕を要として各領域や分

野の関連を図る」１ことが求められている。 

音楽を形づくっている要素（音色 ，リズム ，速

度 ，旋律 ，テクスチュア ，強弱 ，形式 ，構成な

ど）の知覚・要素は，音楽活動の基盤である。その

学習の積み重ねによって知覚・感受の力は高まり，

思いや意図を持って表現を創意工夫したり，楽曲を

深く味わったりするなど，音楽のよさや美しさにつ

いて考える生徒の姿につながっていくと考える。 

これまでの実践では，生徒の聴き取り，感じ取り

が単純なものとなってしまい，「こんな風に音楽を

表現したい」という思いや，鑑賞しながら作者の心

情に思いを馳せようとする姿勢などが生まれにく

く，音楽活動が深まっていかない傾向が見られた。 

の学習に十分に生かされていない点が挙げられる。

各授業での学びが独立したものとなり，音楽経験の

積み重ねによって高められる知覚・感受の力に結び

付いていないと考える。 

そこで本研究では，表現領域から創作分野を取り

上げ，鑑賞領域の学習と効果的に関連付ける工夫を

行う。それによって，音や音楽の捉え方が深まり，

表現を創意工夫したり，音楽を聴いて，楽曲を深く

味わったりする生徒の姿につながるよう手立てを

講じていく。 

創作は，音が音楽となる過程を体験的に学ぶとい

う，音楽のつくり手としての学習である。一方，鑑

賞は，完成された音楽作品に触れ，そのよさや美し

さを味わうという，聴き手としての学習である。 

二つの立場からの学習を相互に生かしていくこ

とで，音楽のよさや美しさについて考える生徒の育

成につながるものと考え，本主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「音楽のよさや美しさについて考える」とは 

自分の表したい気持ちやイメージが伝わるよう

に表現を創意工夫したり，鑑賞を通して音楽を深く

味わったりする活動と捉える。 
 
(２) 「創作分野と鑑賞領域の学習を効果的に関連

付ける」とは 

創作分野と鑑賞領域の学びがそれぞれ結び付き， 
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これらの要因として，各領域や分野の学習が，次 相互に作用するよう関連を図ることと捉える。 
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表１ 中学校音楽科の内容の構成 

領域 

A表現 B鑑賞 

(１)歌唱分野 (２)器楽分野 (３)創作分野 (１)鑑賞領域 
  

(３) 「知覚・感受」とは 

「知覚」とは，音楽を形づくっている要素を意識

して音や音楽を聴き取り，その特徴に気付くことで

ある。「感受」とは，音や音楽を聴いて，その特質や

雰囲気を感じ取り，受け入れることである。 

「知覚・感受」とは，音や音楽を知覚すること，

感受すること，そして知覚したことと感受したこと

とを関わらせて考えることと捉える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

創作と鑑賞を効果的に関連付けた学習活動を通

して，音や音楽の捉え方を深め，そのよさや美しさ

について考える生徒を育てる指導の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞ 創作分野と鑑賞領域の学習を効果的に

関連付ける工夫 

(１) 学習に関連を持たせる題材構成と，関連性の

実感を促すワークシートの活用(手立てＡ) 

創作活動と鑑賞活動を関連付けながら，既習事項

が次時へつながるよう題材構成を工夫する。実践１

では，「鑑賞→創作→創作→鑑賞」，実践２では「鑑

賞→創作→鑑賞→創作」の順に授業を行う。 

また，創作，鑑賞ともに，知覚したことと感受し

たことに分けて記入するワークシートを使用する。 

(２) 分野，領域間の“のりしろ”となる学習活動

の設定(手立てＢ) 

鑑賞の際に，つくり手の立場から音楽を捉える活

動を設定し，創作の要素を含んだ学習を行うことで，

各学習をつなぎ合わせていく(図１)。 

 

 

図１ 鑑賞，創作の学習のつながり 

(３) 知覚・感受を基にした学習活動の関連付け 

 (手立てＣ) 

創作，鑑賞ともに以下の二つの項目を扱い，曲想

との関わりについて考えていく(図２)。  

①「共通の音楽を形づくっている要素」 

「リズム」「旋律」「音色」を取り上げ，各要素の

知覚・感受を要として，創作と鑑賞の関連を図る。 

②「音楽の背景となる言葉や詩」 

創作では言葉や詩のイメージをもとに旋律を創作

し，鑑賞では歌詞や詩を伴う音楽を扱うことで，知

覚・感受したことと，音楽の背景となる言葉や詩との

関わりについて考え，音楽の捉え方を深める。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図２ 知覚・感受を基にした学習活動の関連付け 

音楽のつくり手，聴き手という異なる立場からの

活動を，同様の視点によって関わらせることで，音

楽的な見方・考え方を働かせながら，知覚・感受を

基に音楽のよさや美しさについて考える生徒の姿

につなげる(図３)。 

 

 

 

 

 

 

  

  

図３ 音楽のよさや美しさを考える生徒につながる学習のイメージ 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

 実態調査を表２のとおり実施した。 

表２ 事前調査計画 

ねらい 
音楽科の授業における生徒の意識と実態を調査し，

授業実践や検証に生かす 

要素 

音楽を形づく 

っている要素 
 

言葉 

言葉や詩 

 鑑 賞     創 作      

作品への 
理解の深まり 

作品への 
理解の深まり 

作品への 
理解の深まり 

音楽を形づく

っている要素

の知覚・感受 

関連付け 

関連付け 

創作活動 鑑賞活動 
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対象 仙台市立西多賀中学校第１学年 ４学級 110名 

方法 質問紙法による調査 

内容 日常生活や授業での音楽との関わりについて 

調査日 令和３年７月７日 

(２) 結果 

音楽の授業への取組に関する質問では，104名中

87 名(84％)の生徒が意欲的，またはやや意欲的に

取り組んでいると回答した。 

音楽の授業での好きな活動について，記述を内容

別に見ると，最も多いのは表現領域の「歌うこと」

や「楽器演奏」など，特に演奏の技能面に関するも

ので，69名(66％)であった(図４)。 

 

 

 

 

図４ 音楽の授業で好きな活動(複数回答可) 

また，同様の記述を苦手な活動(図５)として挙げ

た生徒は 75 名(72％)であり，こちらも全体の大半

を占めている(図５)。 

 

 

 

 

図５ 音楽の授業で苦手な活動(複数回答可) 

一方で「歌い方を工夫すること」や「音楽を聴い

て感想を書くこと」など，音楽のよさについて考え

ることの記述は少なく，好きな活動として挙げた生

徒は４名(４％)，苦手な活動として挙げた生徒は

16 名(15％)である。二つを比べると，苦手な活動

としての記述は，好きな場合と比べて４倍の生徒が

記述している。 

授業での歌唱，器楽，創作，鑑賞の活動経験を問

う質問では，「多く経験した」を選択した生徒が最

も少ないのは創作で，４名(４％)であった(図６)。  

 

 

 

図６ 各活動の，「授業で多く経験した」を選択した生徒数 

(３) 考察 

多くの生徒が音楽に親しみ，授業に意欲的に取り

組んでおり，好む活動，苦手な活動などの記述から，

全体的には技能に関する内容に焦点が当てられが

ちであると考えられる。また，歌唱，器楽，鑑賞に

比べ，創作の経験が豊富だと感じている生徒は少数

であった。 

創作は，自ら音楽を生み出すという点において，

歌唱，器楽，鑑賞とは異なる側面を持つ学習といえ

る。音楽を生み出すには，表したいイメージを膨ら

ませ，旋律の動きやリズムなど，音楽を形づくって

いる要素を自ら工夫する過程が必要である。そのよ

うにして音楽のつくり手としての視点を持つこと

は，既成の楽曲と関わる際にも，作品の知覚・感受

を基にして歌い方や弾き方を工夫したり，楽曲を深

く味わったりする上で，大きな意味を持つと考える。 

創作での学びと，他の分野，領域の学習とを関わ

らせることで，知覚・感受を基にして音楽のよさや

美しさを考える学習の楽しさを実感し，日常生活に

おいてもより豊かに音楽と関わる生徒の姿につな

がるものと期待できる。 

以上により，創作分野と鑑賞領域の効果的な関連

付けの視点から，知覚・感受したことを基に，音楽

のよさや美しさを考える生徒の育成を目指したい。 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

 実践１を表３のとおり計画した。 

表３ 実践１ 指導計画 

対象 仙台市立西多賀中学校 第１学年 ４クラス 

実施期間 令和３年９月 

題材名 旋律の動きで表される音楽のよさや美しさについ
て考えよう 

時 ねらい 主な学習活動 手立て 

１
【
鑑
賞
】 

「新世界」第

２楽章の曲想
と，旋律の音
のつながり方

の特徴との関
わりについて
理解している。 

・教材曲を鑑賞し，感じ取った曲想を記入する。 

・旋律を中心に鑑賞し，知覚・感受したことをグ
ループで共有し，その関わりについて考える。 

・旋律に付けられた歌詞(「家路」)を知り，音の

つながり方の特徴との関わりを考える。 
・旋律の動きを少し変化させた演奏を聴き，雰囲
気の違いについて考える。 

Ｃ 

Ａ 
 
 

 
Ｂ 
 

２
【
創
作
】 

旋律で表し
たいイメージ
と関わらせな

がら，音のつな
がり方の特徴
を理解する。 

・「ありがとう」という言葉のイメージに合う表
現となるよう音程を付ける。(四分音符のみ) 

・代表の３作品を全体で共有し，作者が「ありが

とう」に込めた思いを知る。 
・音のつながり方の特徴について分かったこと
を，ワークシートに記入する。 

Ｃ 
 
 

 
Ａ 
 

３
【
創
作
】 

音のつなが
り方を工夫し，

そのための音
の選択や組合
せなどの技能

を身に付ける。 

・提示された四つの文から一つを選ぶ。 
・文のイメージに合うような音のつながり方を

工夫し，グループ内で発表する。知覚・感受し
たことをワークシートに記入する。 

・自分の作品の工夫点と，旋律創作を通して分か

ったことをワークシートに記入する。 

Ｃ 
 

Ａ 
 
 

N=104 

N=104 

演奏・創作すること 

音楽を聴くこと 

知識を得ること 

音楽のよさについて考えること 

グループ活動 

無記入 

演奏・創作すること 

音楽を聴くこと 

知識を得ること 

音楽のよさについて考えること 

グループ活動 

無記入 

   75 人 

 ５人 

      17 人 

     16 人 

０人 

    12 人 

  69 人 

         18 人 

   ７人 

 ４人 

 ２人 

      16 人 



堀江４ 

４
【
鑑
賞
】 

音のつなが
り方の特徴や

雰囲気を感じ，
「新世界より」
第２楽章のよ

さや美しさを
味わって聴く。 

・再度「新世界より」第２楽章の序盤を鑑賞。 
・旋律の特徴や楽曲全体の雰囲気をワークシー

トに記入し，全体で意見共有する。 
・曲を最後まで鑑賞する。 
・前半の旋律が，終盤では１音変更れていること

について，ドヴォルザークの思いを考える。 
・旋律を音と音のつながりとして捉えることで
気付いた魅力や感想をワークシートに書く。 

Ｃ 
Ａ 

 
 
Ｂ 

 
 
 

 

(２) 実践２  

実践２を，表４のとおり計画した。 

表４ 実践２ 指導計画 

対象 仙台市立西多賀中学校 第１学年 ４クラス 

実施期間 令和３年 11月 

題材名 音色やリズム，旋律によって表される音楽のよさ
や美しさについて考えよう 

時 ねらい 主な学習活動 手立て 

１
【
鑑
賞
】 

曲想と，音

色やリズム，
旋律との関わ
りについて理

解する。 

・情景をイメージしながら「春」第１楽章を聴く。 

・曲名，形式，ソネットについて知る。 
・旋律のリズム，旋律，音色に着目して場面毎の
特徴を知覚し，ソネット(曲に添えられた短い

詩)との関わりを考える。 
・リズムや旋律，音色の特徴と，曲想との関わり
について気付いたことを記入する。 

・曲の出だし４拍のリズムを１拍単位に分解し，
組み替えることで，元のリズムとの雰囲気の
違いを比較し，作曲者の工夫について考える。 

Ｃ 

 
 
 

Ａ 
 
 

 
Ｂ 

２
【
創
作
】 

音のつなが
り方の特長に

ついて，表し
たいイメージ
と関わらせて

理解する。 

・四つの場面に分けられた「あきのひ」(工藤直
子作)の詩を，グループ内で分担する。 

・担当の場面に合う，２小節のリズムをつくる。 
・創作したリズムに音程をつける。 
・リズムや音の動きから生まれる雰囲気につい

て，気付いたことや分かったことを記入する。 

Ｃ 
Ｂ 

３
【
鑑
賞-

創
作
】 

音楽の特徴
と，そこから

生まれる雰囲
気との関わり
について考

え，楽曲のよ
さや美しさを
味わって聴

く。 

・「春」第１楽章に用いられる弦楽器や通奏低音
について知り，改めて鑑賞する。 

・音色，リズム，旋律の持つ雰囲気とソネットと
の関係に触れながら，楽曲の魅力を伝える紹
介文を書く。 

・キーボードの音色機能から，自分の旋律作品の
イメージに合う音色を選ぶ。 

・グループで，互いの作品への工夫を共有する。 

・創作した旋律作品を改善する。 

Ｃ 
Ａ 

Ｂ 
 
 

 
 

４
【
創
作
】 

創意工夫を生

かした表現で音

楽をつくるため

の，音の選択や

組み合わせなど

の技能を身に付

け，創作で表す。 

・旋律作品を仕上げる。 

・グループで作品を発表し合い，聴き取ったこと
や感想をワークシートに記入する。 

・代表して２作品を全体で共有し，作者が行った

工夫や，作品に込めた思いを知る。 
・自分の作品の工夫した点と，それによって得ら
れた雰囲気をワークシートに記入する。 

Ｃ 

Ａ 
 
 

 
 

  

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点＞ 創作分野と鑑賞領域の学習を効果的に

関連付ける工夫 

(１) 学習に関連を持たせる題材構成と，関連性の

実感を促すワークシートの活用(手立てＡ) 

① 学習に関連を持たせる題材構成 

 実践１，２ともに，４時間構成の題材とし，実践

１は「鑑賞→創作→創作→鑑賞」，実践２は「鑑賞

→創作→鑑賞→創作」として授業を実施した。 

 実践１の第２，３時では，前時(鑑賞)の学びを生

かし，音のつながり方によって得られる雰囲気を意

識しながら，旋律を創作した。Ｓ１の作品は，「お

ひるの・たのしみ・こめこパン」という言葉のまと

まりを生かし，旋律の動きで三つのフレーズをつく

りながら，全体的には上行させることで，期待感の

高まりが表現されている(図７)。その結果，第４時

(鑑賞)では旋律の動きの特徴を挙げ，細かな情景を

想像しながら楽曲を味わっていた。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

図７ 実践１－生徒の記述と作品 

実践２では，鑑賞において「リズム」，「旋律」，

「音色」に施された工夫と，ソネット(曲に添えら

れた短い詩)との関わりを考え，各要素への理解を

深めることで，多様な雰囲気を感じ取ることができ

た(図８)。その学びを生かし，創作では，三つの要

素同士の関わりを考え，工夫して詩の情景に合う旋

律をつくった。Ｓ２の作品はリズムが細かくなるタ

イミングと旋律の山の頂点を合わせ，その雰囲気に

合う音色を自分なりに選ぶことで，三つの要素の効

果が一体となるよう工夫されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図８ 実践２－生徒の記述と作品 

学習を振り返っての感想からは，創作と鑑賞を交

Ｓ１：第４時 (「新世界」第２楽章を聴いて) 

離れた音への下行で，日没の情景が浮かんだ。１日の出

来事(日が昇り，日が沈み，星がきらめく)，自然の壮大さ

を表していると感じました。最後は，音がだんだん高くな

ることから，夜明けに近づいているのかなと思いました。 

明るい表現にする

ために，低い音から

だんだん高い音にす

ることを意識しまし

た。「こめこ」のとこ

ろを順次進行で高く

して，楽しみな印象

にしました。 

 
 
Ｓ２：離れた音に上

がるのと，隣
の音に下がる
パターンが多
かった。 

 
 
 

Ｓ１：第３時(旋律創作での工夫)  ※生徒の選んだ例文 

Ｓ２：第１時(「春」第１楽章を聴いて)  

リズムが弾んだり，細かく短くなったり，旋律が高い音

になると，わくわく感や楽しげな様子になっていた。 
 

Ｓ２：第３時(「春」第１楽章の魅力について)  

「春」はリズムが細かく，音色は明るめで，例えるなら

優雅に草原を歩いている様子を想像できる雰囲気です。 

 

 

 
電子ピアノの音色を使

い，リズムを真ん中で細か

くすることで風が耳元で通

って音が響いているのをイ

メージした。そうしたら，旋

律はどんどん風が近づいて

音が大きくなるように，山

のようにだんだん上げた。 

 

 

Ｓ２：離れた音に上がるの

と，隣の音に下がる

パターンが多かっ

た。 

 

 

 

Ｓ２：実践２ 第４時(旋律創作での工夫) 
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互に行うことによって，学びが相互に生かされたと

感じている記述が見られた(図９)。 

  

  

 

 

図９ 創作と鑑賞を関わらせた学習を振り返って(感想) 

旋律創作を経てから鑑賞を行うことで，楽曲の特

徴をより具体的に知覚し，雰囲気を感受することが

できた。その結果，感じたことの根拠を明確にして，

楽曲の魅力を考える姿につながったと考えられる。 

また，鑑賞で楽曲から三つの要素の特徴や雰囲気

を知覚・感受する経験を経ることで，創作では各要

素の生かし方を考え，思いや意図を持って旋律創作

を工夫する姿につながったと考える。 

② 関連性の実感を促すワークシートの活用 

音楽を形づくっている要素の知覚・感受を要とし

て創作，鑑賞の関連を図ることができるよう，ワー

クシートの様式を，知覚したことと感受したことに

分けて記入する形に統一した。その際，生徒が学習

の関連性を視覚的にも実感できるよう，知覚(聴き

取り)，感受(感じ取り)を表すマークをそれぞれ作

成し，各ワークシートに共通して用いた(図 10)。 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 ワークシート記入欄の例 

 その結果，楽曲から音楽的な特徴をより具体的

に知覚し，様々な雰囲気を感受するようになっ

た。また，知覚と感受の関わりについて考える意

識を高めることができた(図 11)。  

題材を通じて共通の様式で記述することで，音楽

を捉える視点が明確になったと考えられる。音楽を

形づくっている要素をより具体的に知覚すること

で，そこから多様な雰囲気を感受し，なぜそのよう

に感じたかという根拠が明確になったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 実践１－生徒の記述の変容  

(２) 分野，領域間の“のりしろ”となる学習活動

(手立てＢ) 

① 音のつながり方 

実践１－第１時(鑑賞)では，主旋律が下行してい

る部分を意図的に上行させた演奏を聴かせた。本来

の旋律との雰囲気の違いから作曲者の意図を考え

させ，次時の，音のつながり方の特徴を生かした旋

律創作へののりしろとした。 

その結果，第２時では自分のイメージする「あり

がとう」と，音のつながり方から得られる雰囲気を

関わらせながら旋律をつくる姿が見られた(図 12)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 実践１(第２時)－生徒の作品と記述 

第１時に音のつながり方による楽曲の雰囲気の

変化を感じたことで，創作では，雰囲気の違いを考

えながら音を上行，下行，順次進行や跳躍進行させ，

自分なりに旋律で表現できたと考えられる。 

② リズムパターン 

 実践２－第１時では，鑑賞曲の出だしのリズムを

実践１ 第１時(鑑賞)のワークシート記入欄 

実践１ 第２時(創作)のワークシート記入欄 

Ｓ５：実践１ 第１時(鑑賞) 

聴き取り 感じ取り 

離れた音に上がるの

と，隣の音に下がるパタ
ーンが多かった。 

 ゆっくり落ち着いた雰

囲気があった。 
 

 

Ｓ５：実践１ 第４時(鑑賞) 

聴き取り 感じ取り 

順次進行の上がり，下

がりが多くあった。大き
く跳躍することはあまり
無かった。フレーズの終

わりが大体順次進行＋低
い音で終わっていた。 

壮大な雰囲気が，曲の落ち

着いた感じから伝わった。
少し悲しい(さびしい)雰
囲気も感じられた。 

 
 

 
Ｓ５：実践１ 第４時(鑑賞) 感想 

「聴き取り」の音のつながり方を見つけるのは難しく

て得意ではなかったが，「感じ取り」で気付いたことから

探して音の動きを見つけることができることが分かっ

た。音のつながりと曲の雰囲気はつながっていることに，

書き出してみて気付いた。 

 

＜旋律創作を通して 

気づいたこと＞ 

 跳躍進行があると，メ

ロディに躍動感が合った

り，旋律がはっきりした

りしていた。順次進行が

多いと，急に跳んだ音で

はなく隣の音なので，自

然なメロディだった。自

分の旋律は落ち着いた雰

囲気だと思った。 

Ｓ６：「ありがとう」を表す旋律              

 音 

名 
 

高
さ 

  

：知覚 

：感受 

Ｓ３：鑑賞と創作を交互に行ったことで，曲づくりのポイント

や大事なことを知った上で，曲づくりに取り組めたので

良かった。 
 
Ｓ４：創作でメロディを作った後に鑑賞をした時に，自分のメ

ロディとの違いは何だろうと考えられるようになった。 

＜聴き取り＞ ＜感じ取り＞ 

第１案 

第２案 

第３案 
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組み替えることによる雰囲気の変化について考え

た。それにより，春の情景をリズムで表すための作

曲者の工夫を考え，次時の創作へつなげた。 

 その結果，第２時では前時を生かし，詩の情景を

表現するためにリズムパターンを工夫して２小節

のリズムを作ることができた。Ｓ７の作品では「流

れるように吹く風」が「次々に通り過ぎる様子」を

表すため，リズムに緩急をつけ，前半と後半に二つ

のまとまりをつくる工夫が見られる。また，Ｓ８の

作品では「少しさみしい感じ」で「くるくると(夕

日が)しずむ様子」を表すため，はじめと終わりの

二分音符で静けさや空虚な雰囲気を出し，八分音符

の連続で「くるくる」の語感を表現する工夫が見ら

れるなど，リズムの特徴を生かした創作につながっ

た(図 13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 実践２(第２時)－生徒の作品と記述 

創作に先立って鑑賞でリズムパターンの工夫を

取り上げ，作曲者の意図について考えることで，自

分の創作活動と鑑賞教材とのつながりを感じられ

るようになったと考える。 

③ 音色 

実践２で，「春」が弦楽合奏であることに注目し，

弦楽器ならではの表現や，奏法による音色の違いな

どについて考えた。鑑賞を通して音色と曲想との関

わりを考えることで，旋律創作の際，作品のイメー

ジに合う音色を選択するための手立てとした。 

 その結果，創作では自分の旋律に用いる音色を，

より具体的なイメージを持って主体的に選ぶこと

ができた(図 14)。  

  

 

 

図 14 実践２(第３時)－音色を選んだ理由についての記述 

「春」のソネットと，楽曲から知覚・感受したこ

ととを関わらせることを通して，音色から想像する

音楽のイメージが広がったと考える。それにより，

音色の持つ雰囲気と詩の情景とを結び付けて，自分

なりに根拠を持って音源を選択することにつなが

ったと考えられる。 

(３) 知覚・感受を基にした学習活動の関連付け 

(手立てＣ) 

 実践１の鑑賞は，旋律の音のつながり方について

考えた。また，旋律に付けられた歌詞と，曲想との

関わりについて考えた。創作では，はじめに「あり

がとう」という言葉に，次時には「おひるの楽しみ

こめこパン」などの，情景や感情を表す言葉に音を

付け，音のつながり方を工夫して旋律創作を行った。 

 その結果，知覚と感受の関わりをより意識し，第

４時では細かい感情などを想像しながら楽曲の魅

力を味わう記述が見られた(図 15)。 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 実践１－生徒の記述の変容 

 実践２の鑑賞では，「春」第１楽章の「リズム」，

「旋律」，「音色」を意識し，それらの工夫と，曲に

添えられたソネット(短い詩)との関わりを考えた。

Ｓ８：「ゆうひが くるくるとしずむところでした」を表したリズム               

Ｓ 

 

実践２ 第２時 ワークシートのリズムパターン例 

－表現したい情景－ 

流れるように吹く風が，次々に通り過ぎる様子。 
知覚：         感受： 

Ｓ11：第１時(鑑賞) 「新世界より」の鑑賞 

・「新世界より」第２楽章の聴き取りと感じ取り 

隣の音に上がったり下がったりするのが多かった。

静かな雰囲気を感じた。 
 

Ｓ11：第３時(創作)  

・他の生徒の創作した作品を聴いた感想 

最後に順次進行で上がっていて，楽しみな気持ちが

伝わりました。明るい雰囲気で良かったと思います。 

その文の雰囲気で音のつながり方が違った。聴き取

ったときに，順次進行などの音のつながり方が分かる

ようになりました。 
 

Ｓ11：第４時(鑑賞)  

 ・「新世界より」第２楽章の感想 

同じリズムを，音の高さを変えて演奏することで，

感情の変化があることが分かる。順次進行が多くて，

大きく感情は変化していないのかと思いました。フレ

ーズの終わりが低い音の順次進行というところから，

マイナスな感情なのかなと思いました。 

 

Ｓ７：「かぜがとおりすぎました」を表したリズム               

Ｓ 

 

Ｓ10：選んだ音色＜電子ピアノ＞ 

柔らかい音が暖かい風に合っていると思ったから。ピ

アノだとハッキリでとがった音だけど，電子ピアノは柔

らかいから。 

－表現したい情景－ 

少しさみしい感じで，くるくるとしずむ様子。 

１
拍 
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創作では，工藤直子の詩「野原はうたう」より「あ

きのひ」を取り上げ，「リズム」，「旋律」，「音色」

を工夫して，詩の情景を表す旋律を創作した。 

その結果，第１時(鑑賞)，第２時(創作)を通して，

三つの要素の働きへの理解を深めることができた。

それにより，第３時(鑑賞)は，各要素とソネットと

の関わりに触れながら，曲の魅力を味わっていた。

また，第４時(創作)は，詩の表す情景と各要素との

関わりを考え，表したいイメージに合う音楽となる

よう，工夫しながら旋律を作り上げていた(図 16)。 

  

 

 

 

  

 

 

図 16 実践２－生徒の記述 

取り上げる要素を三つに焦点化したことで，生徒

は音楽の特徴を捉えやすくなった。それらの要素を

工夫して，自分の思いを旋律で表す経験をすること

で，鑑賞曲の旋律の特徴から，作者の思いや細かな

情景を想像しようとする姿勢が生まれたと考える。 

また，言葉や詩を基に音楽を捉えることで，楽曲

を聴いて豊かにイメージを膨らませたり，表したい

イメージを明確にして旋律創作したりするなど，音

楽の感じ方を広げることができたと考える。 

４ 事後調査 

(１) 計画 

事後調査を表５の通り実施した。 

表５ 事後調査計画 

ねらい 音楽科の授業における生徒の意識の変容を把握する 

対象 仙台市立西多賀中学校第１学年 ４学級 110名 

方法 質問紙法による調査 

内容 音楽の授業への取組について 

調査日 令和３年 12月６，８日 
 

(２) 内容及び結果 

 創作では，「自分の描いたイメージを表すには，

どんな工夫をしたら良いか考える」ことを意識して

いるかを質問し，結果は次の通りであった。なお，

事前調査では創作経験のある生徒 45 名から回答を

得られ，経験が少ないと感じている生徒 49名は無

回答であったため，結果を分けて示す(図 17，18)。 

 

 

 

 

  

図 17 創作経験のある生徒の意識の変容 

 

 

 

 

図 18 創作経験が少ないと感じていた生徒の意識 

 同様に鑑賞では，「楽曲を聴いて，この音楽の魅

力とは何かを考える」ことを意識しているかを質問

し，結果は次の通りであった(図 19)。 

 

 

 

 

  

図 19 鑑賞における生徒の意識の変容 

 また，創作と鑑賞を関わらせた学習を振り返って

の感想では，以下のような記述が見られた(図 20)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 20 創作と鑑賞を関わらせた学習を振り返って(感想) 

 また，音楽を聴くことによる調査として，ドヴォ

ルザーク作曲「ユモレスク」(ハープ伴奏によるヴ

ァイオリン独奏)を鑑賞することとした。背景とな

るイメージの統一を図るため，「天気を表すとすれ

ば」という共通の情景を基に楽曲から感じたイメー

ジを書かせ，なぜそう思ったのかを質問した(図

21)。その結果，理由として「リズム」，「旋律」，「音

「創作では，自分の描いたイメージを表すには 

どんな工夫をしたら良いか考える」 

「創作では，自分の描いたイメージを表すには 

どんな工夫をしたら良いか考える」 

49) 

「楽曲を聴いて，この音楽の魅力とは何かを考える」 

 

(N=94) 

Ｓ13：最初の鑑賞で細かく聴けなかった部分（曲のメロディ，

強弱，リズムなど）に，創作をして，曲を作る側を体

験して，気付けた。一つ一つの音やリズムがすごく考

えられているんだなと驚いた。 
 

Ｓ14：いろんな曲を聴いてみて，どんな音にすれば言葉の雰

囲気が出せるのだろうか，あの音は何を表現している

のだろうかなど，音に興味を持つようになりました。 
 

Ｓ15：前までは音楽をただ聴いていただけだったけど，今は

雰囲気や音色などを感じたり考えたりして聴くように

なった。今後は，こうゆう雰囲気になったのはなぜな

のか？など，鑑賞の時の考えの幅を広げていきたい。 

51.1% 

89.3% 

94.1% 

72.7%
% 

85.8% 

¥ 

Ｓ12：実践２ 第３時(「春」第２楽章を聴いての感想) 

この曲を聴いて，一つの物語を読んだときのような気持

ちになりました。特に黒雲や稲妻の所では，高い音と低い

音が小刻みに演奏されていて緊迫感があり，するどい風や

雨，稲妻が空を走る様子が伝わってきます。 

 
Ｓ12：実践２ 第４時(旋律作品での工夫) 

ハープの音で，夕日がゆっくり沈む感じを出して，８部

音符が連続しているリズムで「くるくる」と沈む様子を表

した。最後，ミ→レ→ドで音を低くして，曲（物語？）の

最後であることを表現できた。 

 

事前 

事後 

事前 

事後 

事後 



堀江８ 

色」などの特徴を一つ以上挙げ，イメージした天気

と関わらせて情景を記述している生徒は 94人中 63

人であり，事前調査から 29 人(31％)増加した。そ

のうち，複数の要素を挙げながら記述している生徒

は 34人であり，28人(28.8％)増加した。 

  

 

 

図 21 イメージした天気と，その理由(生徒の記述) 

(３) 考察  

 多くの生徒が，創作表現を創意工夫したり，楽曲

の魅力を味わったりする意識を持ちながら，活動に

取り組むようになった。これは，創作と鑑賞を通し

て，音楽を形づくっている要素の働きと，そこから

生まれる雰囲気から音楽を捉えるようになったこ

とで，音楽のよさや美しさを考える際の根拠が具体

的になったためと考えられる。 

また，音楽を聴くことによる質問の結果から，感

じたことを，音楽を形づくっている要素の特徴と結

び付けて考えようとする姿勢が身に付いてきたと

考える。一方で約３割の生徒は，感じたことのみを

根拠としていたことから，音楽を聴いた際に，ポイ

ントとなる要素に自ら気付き，その特徴を捉える力

が不足していると考えられる。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点＞ 創作分野と鑑賞領域の学習を効果的に

関連付ける工夫 

本研究では，音楽を形づくっている要素を要とし

て創作と鑑賞の学習を関連付けることで，知覚・感

受したことを基に，より表現を創意工夫し，楽曲を

深く味わって聴く生徒を育てる指導を行った。 

 教材の特性を踏まえ，音楽を形づくっている要素

の中から三つに絞って観点を示したことは，音楽の

捉え方を明確にし，創作及び鑑賞の学びを相互に生

かしていく上で共通の視点となったと考える。併せ

て，言葉や詩を基に音楽を捉えることで，自分が表

したいイメージや，音楽から感じ取るイメージを豊

かにすることができた。 

また，鑑賞と創作を交互に行う題材構成の中で，

共通の様式のワークシートを使用したことは，つく

り手，聴き手の二つの立場から知覚・感受する活動

を重ねることにつながった。そのため，より具体的

に音楽の特徴を捉え，雰囲気を豊かに感じ取るため

の手段として有効であったと考える。それによって，

つくり手の意図を想像しながら鑑賞し，聴き手にど

のように伝わるかを考えながら創作するという思

考の流れを作ることができた。 

２ 今後の課題 

今回の実践では，音楽を形づくっている要素の働

きと，音楽の雰囲気を関わらせ，知覚・感受の視点

から音楽を捉えるということについては，一定の高

まりが見られたと考える。一方で，「リズム」や「音

色」といった音楽用語について，生徒によって異な

る捉え方が見られた。そのため，様々な音楽活動に

おいて音楽用語を共通事項として学び，知覚・感受

したことを共有する話し合い活動を重ねることで，

各要素への理解を深めていくことが必要であると

考える。これにより，楽曲を聴く際のポイントとな

る音楽の要素に自ら気付き，その特徴と，感じ取っ

た雰囲気とを関わらせて音楽を捉える力が身に付

いていくものと考えられる。このように，第１学年

で音楽を捉えるための共通した視点を作っていく

ことで，自分なりに楽曲のよさについて考える段階

から，第２学年及び第３学年では他者との共有，共

感を伴って音楽活動を行う生徒を育成していける

よう，３年間の見通しを持てるようにしたい。 

また，知覚・感受したことを基に，楽曲から様々

な感情や情景を想像したり，音楽で表したいイメー

ジと関わらせて表現を創意工夫したりするには，更

なる手立てが必要であったと考える。自分が音楽と

関わって感じたことや，自分の内面に生じた変化を

客観的に捉える活動の充実を図ることが必要であ

る。それにより，知覚・感受したことを基に，音楽

のよさや美しさについて考える生徒の姿につなげ

ていきたい。 
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Ｓ16：跳ねるリズムから，女の子が新しく買ってもらった傘

や長靴をはけるので，小雨を喜んでいるように感じた。 
  
Ｓ17：音色が明るく優しい音で，旋律は跳躍していて楽しそ

うに感じたから，快晴をイメージした。 

 


